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つる舞う形の群馬県／上毛かるた  

令和５年３月３１日（金） 号 外 （第１６号） 

 

 

ページ 

      規     則 

○群馬県児童福祉法施行細則の一部を改正する規則（児童福祉・青少年課）                ２ 

○群馬県精神保健及び精神障害者福祉に関する法律施行細則の一部を改正する規則（障害政策課）     ２４ 

○群馬県障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するための法律施行細則の一部を改正する規則      

 （同）                                             ２４ 

○群馬県土砂等による埋立て等の規制に関する条例施行規則の一部を改正する規則（廃棄物・リサイク      

 ル課）                                             ２４ 

 

      訓     令 

○群馬県処務規程の一部を改正する訓令（人事課）                          ２４ 

○群馬県建設工事執行規程の一部を改正する訓令（契約検査課）                    ２５ 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 目  次 



 令和５年３月３１日（金）           群 馬 県 報             号 外 （第１６号） 

 

2 

    
群
馬
県
児
童
福
祉
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。 

 
 

令
和
五
年
三
月
三
十
一
日 

群
馬
県
知
事 

山 

本 

一 

太 
 
 

群
馬
県
規
則
第
四
十
号 

 
 
 

群
馬
県
児
童
福
祉
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

 

群
馬
県
児
童
福
祉
法
施
行
細
則
（
昭
和
四
十
二
年
群
馬
県
規
則
第
二
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。 

 

第
十
五
条
第
一
項
中
「
若
し
く
は
第
二
号
、
第
二
十
五
条
の
八
第
一
号
」
及
び
「
若
し
く
は
第
四

号
」
を
削
り
、
同
条
第
三
項
を
同
条
第
四
項
と
し
、
同
条
第
二
項
中
「
別
記
様
式
第
三
十
三
号
の
二

又
は
別
記
様
式
第
三
十
三
号
の
三
」
を
「
別
記
様
式
第
三
十
三
号
の
三
又
は
別
記
様
式
第
三
十
三
号

の
四
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
三
項
と
し
、
同
条
第
一
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。 

２ 

法
第
二
十
五
条
の
七
第
二
項
第
二
号
、
第
二
十
五
条
の
八
第
一
号
又
は
第
二
十
六
条
第
一
項
第

四
号
の
規
定
に
よ
る
送
致
は
、
児
童
送
致
書
（
別
記
様
式
第
三
十
三
号
の
二
）
に
よ
る
も
の
と
す

る
。 

 

第
十
八
条
第
一
項
の
表
一
の
項
中
「
第
五
号
、
」
を
「
第
五
号
又
は
」
に
改
め
、
「
又
は
第
二
十

七
条
第
一
項
第
一
号
」
を
削
り
、
同
表
中
四
の
項
を
五
の
項
と
し
、
同
表
三
の
項
中
「
入
所
等
措
置

決
定
（
解
除
、
停
止
、
延
長
）
通
知
書
」
を
「
入
所
等
措
置
決
定
（
解
除
・
停
止
・
延
長
）
通
知

書
」
に
改
め
、
同
項
を
同
表
四
の
項
と
し
、
同
表
二
の
項
中
「
指
導
措
置
決
定
（
解
除
、
停
止
）
通

知
書
」
を
「
指
導
措
置
決
定
（
解
除
・
停
止
）
通
知
書
」
に
改
め
、
同
項
を
同
表
三
の
項
と
し
、
同

表
一
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。 

 
 

    

別
記
様
式
第
二
十
九
号
中 

「 

    
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

」 

「 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

」 

改
め
る
。 

 

別
記
様
式
第
二
十
九
号
の
六
中 

「 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

」
を
削
る
。 

 

別
記
様
式
第
三
十
三
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

                   

■ 

規 
 

則 

二 

法
第
二
十
七
条
第
一
項
第
一
号

に
規
定
す
る
措
置 

措
置
決
定
通
知
書
（
別
記
様
式

第
三
十
七
号
の
二
） 

 

い
ず
れ
も
、
事
実
関
係
を
確
認
で
き
る
書
類
を
添
付
し
て
申
請
す
る
こ
と
。
 

（
注
１
）
対
象
施
設
は
、
障
害
児
入
所
給
付
費
及
び
障
害
児
入
所
医
療
費
の
対
象
と
な
る

入
所
施
設
 

（
注
２
）
対
象
施
設
は
、
障
害
児
入
所
給
付
費
の
対
象
と
な
る
入
所
施
設

 

世
帯
全
員
の
住
民
票
の
写
し
を
添
付
す
る
こ
と
。
 

を 

（
注
１
）
対
象
施
設
は
、
障
害
児
入
所
給
付
費
及
び
障
害
児
入
所
医
療
費
の
対
象
と
な
る

入
所
施
設
 

（
注
２
）
対
象
施
設
は
、
障
害
児
入
所
給
付
費
の
対
象
と
な
る
入
所
施
設

 

に 

い
ず
れ
も
、
事
実
関
係
を
確
認
で
き
る
書
類
を
添
付
し
て
申
請
す
る
こ
と
。
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別記様式第３３号（規格Ａ４）（第１５条関係） 

 

児 童 送 致 書 

 

第     号  

年  月  日  

市 町 村 長 

児 童 相 談 所 長 

市 町 村 長         印  

児 童 相 談 所 長         印  

       第２５条の７第１項第１号 

 児童福祉法 第２５条の７第２項第１号 に基づき、下記のケースを送致します。 

       第２６条第１項第３号 

記 

児 

童 

氏名  

生年月日  

学校名等  

現住所  

保 

護 

者 

氏名 
（続柄） （氏名） （生年月日）（年齢） （職業） 

    

現住所 
 

 電話  

送致を行う理由 

となった事実の 

内容 

 

送致後の支援に 

対する意見 

 

 

ケース概要 

 

これまでの対応 

経過 

 

ケース担当者                      電話： 

添付資料 アセスメントシート 

（注意）市町村へケース送致する場合には、当該のケースに関する詳細な情報も合わせて添付すること。 

 

あて 
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別
記
様
式
第
三
十
三
号
の
三
を
別
記
様
式
第
三
十
三
号
の
四
と
し
、
別
記
様
式
第
三
十
三
号
の
二

を
別
記
様
式
第
三
十
三
号
の
三
と
し
、
別
記
様
式
第
三
十
三
号
の
次
に
次
の
一
様
式
を
加
え
る
。 
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別記様式第３３号の２（規格Ａ４）（第１５条関係） 

 

児 童 送 致 書 

第  号   

年  月  日   

 保健福祉事務所長 

 市福祉事務所長   あて 

 児 童 相 談 所 長 

市 町 村 長 印   

保健福祉事務所長 印   

市福祉事務所長 印   

児 童 相 談 所 長 印   

 

             第２５条の７第２項第２号 

 次の児童を、児童福祉法 第２５条の８第１号    の規定により、関係記録を添えて、送致します。 

             第２６条第１項第４号 

 

児 童 氏 名 

及び生年月日 

                                     男 

                                     ・ 

                           年  月  日生  女 

送 致 す る 

 

 

理 由 

 

備 考 
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「 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

別
記
様
式
第
三
十
七
号
中 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

を 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

」 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

に
、 

 
 
 
 

 
 
 

を 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

に
改 

 

め
る
。 

 

別
記
様
式
第
三
十
七
号
の
次
に
次
の
一
様
式
を
加
え
る
。 

                                

          

第
２
５
条
の
 

第
２
６
条
第
 

 

８
第
１
号
・
第
３
号
・
第
５
号
 

１
項
第
４
号
・
第
５
号
・
第
６
号
 

 

第
２
５
条
の
８
第
１
号
・
第
３
号
・
第
５
号
 

第
２
６
条
第
１
項
第
４
号
・
第
５
号
・
第
６
号
 

第
２
７
条
第
１
項
第
１
号
 

「 

」 
児
童
等
の
氏
名
性

別
及
び
生
年
月
日
 

 

児
童

等
の

氏
名

、
性

別
及

び
生

年
月

日
 

 

「 

」 

」 

「 
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別記様式第３７号の２（規格Ａ４）（第１８条関係） 

 

措 置 決 定 通 知 書 

第     号   

年  月  日   

         様 

児 童 相 談 所 長 印   

 

 次の児童等を、児童福祉法第２７条第１項第１号の規定により、訓戒誓約措置と決定しました。 

 

措 置 年 月 日 年   月   日 

児童等の氏名、性別 

及 び 生 年 月 日 

     男 

     女    年    月    日生     歳 

保 護 者 氏 名  住所 
郡   町 

市   村 

通 知 先  

備 考  
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別
記
様
式
第
三
十
八
号
及
び
別
記
様
式
第
三
十
九
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 
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別記様式第３８号（規格Ａ４）（第１８条関係） 

 

指導措置決定（解除・停止）通知書 

第     号  

年  月  日  

         様 

保健福祉事務所長 印  

児 童 相 談 所 長 印  

 

              第２５条の８第２号          決定 

  次の児童等を、児童福祉法第２６条第１項第２号の規定により、措置解除しました。 

              第２７条第１項第２号         停止 

 

措置（決定・解除・ 

停止）年月日 

 

児 

童 

氏名・性別 

及び生年月日 
                             生   歳 

措置時住所  

就学状況  

保 

護 

者 

氏名 
 

 
続柄 

 
職業  

現住所  

指導担当者 児童福祉司 

指導内容  

理由  

備考  

 
  注） この処分に不服があるときは、この処分があったことを知った日の翌日から起算して３月以内に、群馬県知

事に対して審査請求をすることができます（処分があったことを知った日の翌日から起算して３月以内であっ

ても、処分の日の翌日から起算して１年を経過すると審査請求をすることができなくなります。）。 

     また、この処分があったことを知った日の翌日から起算して６月以内に、群馬県を被告として（訴訟におい

て群馬県を代表する者は、群馬県知事となります。）、処分の取消しの訴えを提起することができます（処分

があったことを知った日の翌日から起算して６月以内であっても、処分の日の翌日から起算して１年を経過す

ると処分の取消しの訴えを提起することができなくなります。）。ただし、審査請求をした場合には、その審

査請求に対する裁決があったことを知った日の翌日から起算して６月以内に、処分の取消しの訴えを提起する

ことができます。 
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別記様式第３９号（規格Ａ４）（第１８条関係） 

入所等措置決定（解除・停止・延長）通知書 

 児 第     号  

年  月  日  

         様 

群馬県   児童相談所長 印  

 

 次の児童について、児童福祉法            の規定による 

 

     の  を決定しました。 

 

分類  決定年月日  

児 

童 

氏名・性別 

及び 

生年月日 

                            生    歳 

就学状況  

本籍地  

措置時住所  

保 

護 

者 

現住所  

氏名  続柄 
 

職業  

施設及び所在地 

（里親住所氏名） 

 

 

指導にあ

たる者 

所 属  

職氏名 児童福祉司 

理由  

備考  
 
注１ この処分に不服があるときは、この処分があったことを知った日の翌日から起算して３月以内に、群馬県知事に

対して審査請求をすることができます（処分があったことを知った日の翌日から起算して３月以内であっても、処

分の日の翌日から起算して１年を経過すると審査請求をすることができなくなります。）。 

   また、この処分があったことを知った日の翌日から起算して６月以内に、群馬県を被告として（訴訟において群

馬県を代表する者は、群馬県知事となります。）、処分の取消しの訴えを提起することができます（処分があった

ことを知った日の翌日から起算して６月以内であっても、処分の日の翌日から起算して１年を経過すると処分の取

消しの訴えを提起することができなくなります。）。ただし、審査請求をした場合には、その審査請求に対する裁

決があったことを知った日の翌日から起算して６月以内に、処分の取消しの訴えを提起することができます。 

 

２ 児童福祉施設の施設長は、入所中の児童等で親権を行う者又は未成年後見人（以下「親権者等」といいます。）

のないものに対し、親権者等があるに至るまでの間、親権を行います。児童相談所長は、ファミリーホーム又は里

親に委託中の児童等で親権者等のないものに対し、親権者等があるに至るまでの間、親権を行います。 

   また、施設長、ファミリーホームの養育者又は里親は、入所中又は受託中の児童等で親権者等のあるものについ

ても、監護及び教育に関し、その児童等の福祉のため必要な措置をとることができます。親権者等はこの措置を不

当に妨げてはなりません。また、この措置は、児童等の生命又は身体の安全を確保するため緊急の必要があると認

めるときは、その親権者等の意に反しても、これをとることができます。 

第２７条第１項第３号 
第２７条第２項 
第２７条の２第１項 
第３１条第 項 

入所措置 
委  託 

解除 
停止 
延長 
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別
記
様
式
第
五
十
三
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 
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別記様式第５３号（規格Ａ４）（第２５条関係） 

 

一時（保護・保護委託）決定通知書 

 

 

第     号  

年  月  日  

         様 

 

群馬県  児童相談所長  印  

 

 

 あなたが保護者となっている下記の児童を、児童福祉法第３３条第１項の規定により、一時（保護・保護委託）

しましたので通知します。 

 

記 

 

児童氏名 
 

                              生    歳 

住所  

一 

時 

保 

護 

場所 

名称  

所在地  

年月日  

一時保護を開始

する理由となっ

た具体的事実の

内容 

 

備 

考 
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注１ この処分に不服があるときは、この処分があったことを知った日の翌日から起算して３月以内に、群馬県知

事に対して審査請求をすることができます（処分があったことを知った日の翌日から起算して３月以内であっ

ても、処分の日の翌日から起算して１年を経過すると審査請求をすることができなくなります。)。 

   また、この処分があったことを知った日の翌日から起算して６月以内に、群馬県を被告として（訴訟におい

て群馬県を代表する者は、群馬県知事となります。）、処分の取消しの訴えを提起することができます（処分

があったことを知った日の翌日から起算して６月以内であっても、処分の日の翌日から起算して１年を経過す

ると処分の取消しの訴えを提起することができなくなります。)。ただし､審査請求をした場合には、その審査

請求に対する裁決があったことを知った日の翌日から起算して６月以内に､処分の取消しの訴えを提起するこ

とができます｡ 

 

 ２ 一時保護を開始した日から２か月を超えて引き続き一時保護を行うことが、親権を行う者又は未成年後見人

（以下「親権者等」といいます。）の意に反する場合においては、引き続き一時保護を行おうとするとき、及

び引き続き一時保護を行った後２か月を超えて引き続き一時保護を行おうとするときごとに、児童相談所長は、

家庭裁判所の承認を得なければならないとされています。ただし、児童福祉法第２８条第１項の承認の申立て

又は同法第３３条の７の規定に基づく親権喪失若しくは親権停止の審判請求若しくは同法第３３条の９の規定

による未成年後見人の解任の請求がなされている場合は、この限りではありません。（児童福祉法第３３条） 

 

 ３ 児童相談所長は、一時保護を加えた児童で親権者等のないものに対し、親権者等があるに至るまでの間、親

権を行います。また、児童相談所長は、一時保護を加えた児童で親権者等のあるものについても、監護及び教

育に関し、その児童の福祉のために必要な措置をとることができます。親権者等はこの措置を不当に妨げては

なりません。また、この措置は、児童の生命又は身体の安全を確保するため緊急の必要があると認めるときは

その親権者等の意に反しても、これをとることができるとされています。（児童福祉法第３３条の2） 
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別
記
様
式
第
五
十
三
号
の
二
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 
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別記様式第５３号の２（規格Ａ４）（第２５条関係） 

 

一時（保護・保護委託）解除決定通知書 

 

第     号  

年  月  日  

 

         様 

 

群馬県  児童相談所長  印  

 

 

 あなたが保護者となっている次の児童について、児童福祉法第３３条の規定により、 年 月 日付で一時（保

護・保護委託）しましたが、下記のとおり解除を決定しましたので通知します。 

 

記 

 

児童氏名 
 

                              生    歳 

住所  

一時保護 

解除年月日 
 

解除理由  

備 

考 
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別
記
様
式
第
七
十
二
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 
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別記様式第７２号（規格Ａ４）（第３５条関係） 

児 童 票 

 （その１） 
 

ケースNo.  
（児童相談所名）     

ふ り が な 

氏 名 

  
生年 

月日 
 

変 

更 

 確 

認 

 （撮影年月日） 

  

写  真  欄 

本 籍  

現 住 所 

 

変 

更 

 
確 

認 

 

  

  

保 護 者 

氏名  変更  確認  

続柄  変更  確認  

住所  変更  確認  

職業  変更  確認  

学 校 等 

 

担任等  電話  

変更  電話  

変更  電話  

児 童 委 員  

記 事 
保険種類 記号番号 

保険者名 保険番号 

通告相談者  確認  

相 

談 

事 

項 

等 

 

連 絡 先 
（保護者 続柄 携帯番号） （保護者 続柄 携帯番号） 

その他 （連絡先名） ：電話 

統 計 分 類 経路  種別  処理  

取             扱             経             過 

年   月   日 事                   項 
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 （その２） 

 

調 査 事 項 

家 
族 
及 
び 
縁 
故 
者 

続柄 氏 名 生年月日 教育・職業等 摘 要 

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

家  系  図 

 

ケ  ー  ス  の  経  過 
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 （その３）      ケース番号：         児童氏名： 
 

年 月 日 調     査 
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 （その４）                   氏 名（        ） 

 

保 護 児 童 観 察 記 録 

児童氏名  生年月日  

年月日 記             事 

  

  

 

  

  

  

 

  



 令和５年３月３１日（金）         群 馬 県 報            号 外 （第１６号） 

 

21 

 （その５） 

 

（心）判 定 事 項 

氏
名 

                  男 
                  女 

生年
月日 

  年  月  日  歳  

 

    年    月    日    児童心理司氏名 
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 （その６） 

 

（医）判 定 事 項 

氏
名 

              男 
              女 

生年
月日 

年   月   日   歳 

 
 

     年   月   日      医師氏名 
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別
記
様
式
第
八
十
九
号
中 

「 

                   

「 

                  

 
 
 
 
 

改
め
る
。 

 

別
記
様
式
第
九
十
一
号
中 

「 

              

「 

              
改
め
る
。 

 
 
 

附 

則 

１ 

こ
の
規
則
は
、
令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

２ 

こ
の
規
則
の
施
行
の
際
現
に
こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
前
の
群
馬
県
児
童
福
祉
法
施
行
細
則
（
以

下
「
改
正
前
の
規
則
」
と
い
う
。
）
の
規
定
に
よ
り
提
出
さ
れ
、
又
は
交
付
さ
れ
て
い
る
書
類
は
、

こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
後
の
同
規
則
の
相
当
規
定
に
よ
り
提
出
さ
れ
、
又
は
交
付
さ
れ
た
も
の
と

み
な
す
。 

利
用
者
氏
名
 

 

事
業
所
の
名
称
及
び
 

所
在
地
 

（
名
 
称
）
 

（
所
在
地
）
 

事
業
者
名
及
び
 

代
表
者
氏
名
 

 

児
童
自
立
生
活
援
助
 

の
実
施
期
間
 

 
 
年
 

 
月
 
 
日
 
か
ら
 

 
 
年
 
 
月
 
 
日

 
ま
で
 

徴
収
金
の
月
額
及
び
 

納
入
方
法
 

 

 （
備
考
）
 

 
１
 
徴
収
金
は
利
用
者
負
担
金
と
は
異
な
り
、
課
税
状
況
等
に
よ
り
該
当
が
あ
っ
た
場
合

県
に
納
入
し
て
も
ら
う
も
の
で
、
変
更
の
あ
っ
た
場
合
は
そ
の
旨
通
知
し
ま
す
。
 

 
２
 
児
童
自
立
生
活
援
助
実
施
申
込
書
の
記
載
事
項
に
変
更
が
生
じ
た
場
合
に
は
、
速
や

か
に
そ
の
旨
を
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。
 

 
３
 
入
所
が
適
当
と
認
め
ら
れ
な
く
な
っ
た
場
合
に
は
、
児
童
自
立
生
活
援
助
の
実
施
を

解
除
し
ま
す
。
 

を 

利
用
者
氏
名
 

 

事
業
所
の
名
称
及
び
所
在
地
 

 

事
業
者
名
及
び
代
表
者
氏
名
 

 

児
童
自
立
生
活
援
助
の
実
施
期
間
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
か
ら
 
 
 
 
 
 
 
ま
で
 

徴
収
金
の
月
額
及
び
納
入
方
法
 

別
途
、
利
用
者
あ
て
通
知
 

 （
備
考
）
 

 
１
 
徴
収
金
は
利
用
者
負
担
金
と
は
異
な
り
、
課
税
状
況
等
に
よ
り
該
当
が
あ
っ
た
場

合
県
に
納
入
し
て
も
ら
う
も
の
で
、
変
更
の
あ
っ
た
場
合
は
そ
の
旨
通
知
し
ま
す
。
 

 
２

 
児
童
自
立
生
活
援
助
実
施
（
自
立
援
助
ホ
ー
ム
）
申
込
書
の
記
載
事
項
に
変
更
が

生
じ
た
場
合
、
速
や
か
に
そ
の
旨
を
届
け
て
く
だ
さ
い
。
 

 
３

 
自
立
援
助
ホ
ー
ム
へ
の
入
居
が
適
当
と
認
め
ら
れ
な
く
な
っ
た
場
合
に
は
、
援
助

の
実
施
を
解
除
し
ま
す
。
 

 
３
 
自
立
援
助
ホ
ー
ム
へ
の
入
居
が
適
当
と
認
め
ら
れ
な
く
な
っ
た
場
合
に
は
、
援
助

の
実
施
を
解
除
し
ま
す
。
 

」 

」 

に 

利
用
者
氏
名
 

 

事
業
所
の
名
称
及
び
所
在
地
 
（
名

 
称
）
 

（
所
在
地
）
 

児
童
自
立
生
活
援
助
実
施
の

解
除
（
停
止
）
日
 

 
 
 
 
年
 
 
 
月
 
 
 
日
 

 児
童
自
立
生
活
援
助
実
施
の

解
除
（
停
止
）
の
理
由
 

 

 

」 

を 

利
用
者
氏
名
 

 

事
業
所
の
名
称
及
び
所
在
地
 
 

児
童
自
立
生
活
援
助
実
施
の

解
除
（
停
止
）
日
 

 

児
童
自
立
生
活
援
助
実
施
の

解
除
（
停
止
）
の
理
由
 

 

 

」 

に 
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３ 

こ
の
規
則
の
施
行
の
際
現
に
改
正
前
の
規
則
の
規
定
に
よ
り
作
成
さ
れ
て
い
る
用
紙
は
、
当
分

の
間
、
適
宜
補
正
し
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

    

群
馬
県
精
神
保
健
及
び
精
神
障
害
者
福
祉
に
関
す
る
法
律
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を

こ
こ
に
公
布
す
る
。 

 
 

令
和
五
年
三
月
三
十
一
日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

群
馬
県
知
事 

山 

本 

一 

太 
 
 

群
馬
県
規
則
第
四
十
一
号 

 
 
 

群
馬
県
精
神
保
健
及
び
精
神
障
害
者
福
祉
に
関
す
る
法
律
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規 

 
 
 

則 

 

群
馬
県
精
神
保
健
及
び
精
神
障
害
者
福
祉
に
関
す
る
法
律
施
行
細
則
（
昭
和
六
十
三
年
群
馬
県
規

則
第
四
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 

第
六
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

第
六
条 

削
除 

 

別
記
様
式
第
十
号
及
び
別
記
様
式
第
十
一
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

  

別
記
様
式
第
十
四
号
注
１
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

        

別
記
様
式
第
十
五
号
中
「 

 
 
 
 
 

」
を
「 

 
 
 
 
 

」
に
改
め
る
。 

 
 
 

附 

則 

１ 

こ
の
規
則
は
、
令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

２ 

こ
の
規
則
の
施
行
の
際
現
に
こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
前
の
群
馬
県
精
神
保
健
及
び
精
神
障
害
者

福
祉
に
関
す
る
法
律
施
行
細
則
（
以
下
「
改
正
前
の
規
則
」
と
い
う
。
）
の
規
定
に
よ
り
提
出
さ

れ
て
い
る
申
請
書
等
は
、
こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
後
の
群
馬
県
精
神
保
健
及
び
精
神
障
害
者
福
祉

に
関
す
る
法
律
施
行
細
則
の
規
定
に
よ
り
提
出
さ
れ
た
も
の
と
み
な
す
。 

３ 

こ
の
規
則
の
施
行
の
際
現
に
改
正
前
の
規
則
の
規
定
に
よ
り
作
成
さ
れ
て
い
る
用
紙
は
、
当
分

の
間
、
適
宜
補
正
し
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

    

群
馬
県
障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
施
行
細
則
の
一

部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。 

 
 

令
和
五
年
三
月
三
十
一
日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

群
馬
県
知
事 

山 

本 

一 

太 
 
 

群
馬
県
規
則
第
四
十
二
号 

 
 
 

群
馬
県
障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
施
行
細
則

の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

 

群
馬
県
障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
施
行
細
則
（
平

成
十
八
年
群
馬
県
規
則
第
六
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 

別
記
様
式
第
五
号
中
「 

 
 
 
 
 

」
を
「 

 
 
 
 
 

」
に
改
め
る
。 

 
 
 

附 

則 

１ 

こ
の
規
則
は
、
令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

２ 

こ
の
規
則
の
施
行
の
際
現
に
こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
前
の
群
馬
県
障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社

会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
施
行
細
則
（
以
下
「
改
正
前
の
規
則
」
と
い
う
。
）

の
規
定
に
よ
り
提
出
さ
れ
て
い
る
診
断
書
に
つ
い
て
は
、
こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
後
の
群
馬
県
障

害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
施
行
細
則
の
規
定
に
よ
り

提
出
さ
れ
た
も
の
と
み
な
す
。 

３ 

こ
の
規
則
の
施
行
の
際
現
に
改
正
前
の
規
則
の
規
定
に
よ
り
作
成
さ
れ
て
い
る
用
紙
は
、
当
分

の
間
、
適
宜
補
正
し
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

    

群
馬
県
土
砂
等
に
よ
る
埋
立
て
等
の
規
制
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を

こ
こ
に
公
布
す
る
。 

 
 

令
和
五
年
三
月
三
十
一
日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

群
馬
県
知
事 

山 

本 

一 

太 
 
 

群
馬
県
規
則
第
四
十
三
号 

 

 
 
 

群
馬
県
土
砂
等
に
よ
る
埋
立
て
等
の
規
制
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規

 
 
 

則 

 

群
馬
県
土
砂
等
に
よ
る
埋
立
て
等
の
規
制
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
（
平
成
二
十
五
年
群
馬
県
規

則
第
五
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 

別
表
第
二
第
四
号
中
「
宅
地
造
成
等
規
制
法
施
行
令
」
を
「
宅
地
造
成
及
び
特
定
盛
土
等
規
制
法

施
行
令
」
に
、
「
第
六
条
か
ら
第
十
条
ま
で
」
を
「
第
八
条
か
ら
第
十
二
条
ま
で
」
に
改
め
る
。 

 
 
 

附 

則 

 
こ
の
規
則
は
、
令
和
五
年
五
月
二
十
六
日
か
ら
施
行
す
る
。 

    

群
馬
県
訓
令
甲
第
五
号 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

県 
 

庁 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

地
域
機
関 

 
 
 

 
 
１
 
手
帳
の
新
規
交
付
、
更
新
又
は
障
害
等
級
変
更
の
申
請
を
行
う
た
め
に
は
、
添
付
書
類
と

し
て
、
次
の
①
～
③
の
い
ず
れ
か
の
書
類
が
必
要
で
す
。
 

 
 
 
 
①
「
診
断
書
（
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
用
）
」
（
別
記
様
式
第
１
５
号
）
 

 
 
 
 
②
「
障
害
年
金
の
年
金
証
書
（
年
金
裁
定
通
知
書
）
及
び
直
近
の
振
込
（
支
払
）
通
知
書

の
写
し
」
 

 
 
 
 
③
「
特
別
障
害
給
付
金
受
給
資
格
者
証
（
特
別
障
害
者
給
付
金
支
給
決
定
通
知
書
）
及
び

直
近
の
国
庫
金
振
込
通
知
書
（
国
庫
金
送
金
通
知
書
）
の
写
し
」
 

反
動
的
な
関
心
 

反
復
的
な
関
心
 

別
記
様
式
第
１
０
号
及
び
別
記
様
式
第
１
１
号
 
削
除
 

反
動
的
な
関
心
 

反
復
的
な
関
心
 

■ 
訓 

 

令 
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専
門
機
関 

 
 
 

 

群
馬
県
処
務
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。 

 
 

令
和
五
年
三
月
三
十
一
日 

群
馬
県
知
事 

山 

本 

一 

太 
 
 

 
 
 

群
馬
県
処
務
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令 

 

群
馬
県
処
務
規
程
（
昭
和
三
十
九
年
群
馬
県
訓
令
甲
第
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 

第
三
十
五
条
第
一
項
の
表
特
別
休
暇
の
項
第
三
号
中
「
次
条
第
四
項
」
を
「
次
条
第
一
項
及
び
第

三
項
」
に
改
め
る
。 

 

第
三
十
六
条
第
二
項
中
「
第
一
項
」
を
「
前
項
」
に
改
め
る
。 

 

第
七
十
二
条
第
三
号
を
削
り
、
同
条
中
第
四
号
を
第
三
号
と
し
、
第
五
号
を
第
四
号
と
す
る
。 

 

別
表
第
一
保
健
福
祉
事
務
所
及
び
保
健
所
の
項
中
「
担
当
事
務
に
限
る
。
）
」
の
下
に
「
、
危
機

管
理
専
門
官
（
担
当
事
務
に
限
る
。
）
」
を
加
え
、
「
次
長
の
」
を
「
次
長
又
は
危
機
管
理
専
門
官

の
」
に
改
め
、
「
主
務
係
長
）
」
の
下
に
「
又
は
危
機
管
理
専
門
官
」
を
加
え
、
「
主
務
課
長
及
び

次
長
」
を
「
主
務
課
長
、
次
長
及
び
危
機
管
理
専
門
官
」
に
改
め
、
同
表
防
災
航
空
セ
ン
タ
ー
の
項

中
「
主
務
係
長
」
を
「
主
監
。
主
監
が
不
在
の
と
き
は
、
主
務
係
長
」
に
改
め
、
同
表
ぐ
ん
ま
男
女

共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
の
項
中
「
次
長
。
次
長
が
不
在
の
と
き
は
、
」
を
削
り
、
同
表
児
童
相
談
所

（
中
央
児
童
相
談
所
を
除
く
。
）
の
項
中
「
（
中
央
児
童
相
談
所
を
除
く
。
）
」
を
削
り
、
同
表
中

央
児
童
相
談
所
の
項
を
削
る
。 

 

別
表
第
二
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー
の
項
中
「
主
務
係
長
」
を
「
次
長
。
次
長
が
不
在
の
と
き
は
、
主

務
係
長
」
に
改
め
、
同
表
衛
生
環
境
研
究
所
の
項
中
「
主
務
係
長
」
を
「
次
長
。
副
所
長
及
び
次
長

が
共
に
不
在
の
と
き
は
、
主
務
係
長
」
に
改
め
、
同
表
農
業
技
術
セ
ン
タ
ー
の
項
中
「
主
務
係
長
」

を
「
次
長
。
主
務
部
長
及
び
次
長
が
共
に
不
在
の
と
き
は
、
主
務
係
長
」
に
改
め
、
同
表
家
畜
衛
生

研
究
所
の
項
中
「
主
務
係
長
」
を
「
主
席
研
究
員
。
主
席
研
究
員
が
不
在
の
と
き
は
、
主
務
係
長
」

に
改
め
、
畜
産
試
験
場
の
項
中
「
（
セ
ン
タ
ー
に
あ
つ
て
は
、
セ
ン
タ
ー
長
）
」
を
削
り
、
同
表
東

毛
産
業
技
術
セ
ン
タ
ー
の
項
及
び
繊
維
工
業
試
験
場
の
項
中
「
主
務
係
長
」
を
「
研
究
調
整
官
。
研

究
調
整
官
が
不
在
の
と
き
は
、
主
務
係
長
」
に
改
め
る
。 

 

別
記
様
式
第
十
四
号
の
三
中
「 

 
 
 
 
 
 
 

」
を
「 

 
 
 
 
 
 
 

」
に
、
「 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

」
を
「 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

」
に
改

め
る
。 

 
 
 

附 

則 

１ 

こ
の
訓
令
は
、
令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

２ 

こ
の
訓
令
の
施
行
の
際
現
に
提
出
さ
れ
て
い
る
改
正
前
の
別
記
様
式
第
十
四
号
の
三
の
規
定
に

よ
る
育
児
休
業
承
認
請
求
書
に
つ
い
て
は
、
改
正
後
の
同
様
式
の
規
定
に
よ
り
提
出
さ
れ
た
も
の

と
み
な
す
。 

   

群
馬
県
訓
令
甲
第
六
号 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

県 
 

庁 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

地
域
機
関 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

専
門
機
関 

 
 
 

 

群
馬
県
建
設
工
事
執
行
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。 

 
 

令
和
五
年
三
月
三
十
一
日 

群
馬
県
知
事 

山 

本 

一 

太 
 
 

 
 
 

群
馬
県
建
設
工
事
執
行
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令 

 

群
馬
県
建
設
工
事
執
行
規
程
（
昭
和
四
十
年
群
馬
県
訓
令
甲
第
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

正
す
る
。 

 

第
九
条
中
「
並
び
に
会
計
管
理
者
」
を
削
る
。 

 

別
記
様
式
第
六
号
中 

「 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

」
を 

「 

          
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

」 

め
る
。 

 

別
記
様
式
第
六
号
の
二
建
設
工
事
請
負
契
約
約
款
第
四
条
（
Ａ
）
中
第
五
項
を
第
六
項
と
し
、
第

四
項
を
第
五
項
と
し
、
第
三
項
を
第
四
項
と
し
、
同
条
第
二
項
中
「 

 

」
を
「 

 
 

」
に
、

「 
 
 

」
を
「 

 
 

」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
三
項
と
し
、
同
条
第
一
項
の
次
に
次
の
一
項

を
加
え
る
。 

      
別
記
様
式
第
六
号
の
二
建
設
工
事
請
負
契
約
約
款
第
二
十
九
条
第
一
項
中
「 

 
 
 
 
 

」
の

次
に
「 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

」
を
加
え
、
同
条
第
四
項
中
「 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

」
を
「 

 
 
 
 
 

」
に
、
「 

 
 

」
を
「 

 
 
 
 
 

」
に
、
「 

 
 

」
を
「 

 
 
 
 

」
に

改
め
、
同
項
に
次
の
た
だ
し
書
を
加
え
る
。 

   

別
記
様
式
第
六
号
の
二
建
設
工
事
請
負
契
約
約
款
第
二
十
九
条
第
六
項
中
「 

 
 

」
を
「 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
、
育

児
休
業
の
期
間
の
再
度
の
延
長
、
非
常
勤
職
員
の
１
歳
６
ヶ
月
ま
で
の
子
の
育
児
休
業
の
承
認
又
は

非
常
勤
職
員
の
２
歳
ま
で
の
子
の
育
児
休
業
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
又
は
育
児
休
業
の
期
間
の
再
度
の
延
長
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
第
３
条
第
１
項
各
号

 
 
 
第
２
条
第
１
項
各
号
 

 
 
（
必
要
に
応
じ
て
別
紙
に
よ
り
記
入
す
る
。
）
 

  
 
 
（
必
要
に
応
じ
て
別
紙
に
よ
り
記
入
す
る
。
）
 

７
 
建
設
発
生
土
の
搬
出
先
等
 

 
［
注
］
こ
の
工
事
に
伴
い
工
事
現
場
か
ら
建
設
発
生
土
を
搬
出
す
る
予
定
で
あ
る
場
合

は
、
「
建
設
発
生
土
の
搬
出
先
に
つ
い
て
は
設
計
図
書
に
定
め
る
と
お
り
」
と
記

入
し
、
設
計
図
書
に
建
設
発
生
土
の
搬
出
先
の
名
称
及
び
所
在
地
を
定
め
る
。
 

 
 
 
 
な
お
、
こ
の
工
事
が
資
源
の
有
効
な
利
用
の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
３
年

法
律
第
４
８
号
）
の
規
定
に
よ
り
再
生
資
源
利
用
促
進
計
画
の
作
成
を
要
す
る
工

事
で
あ
る
場
合
は
、
受
注
者
は
、
工
事
の
施
工
前
に
発
注
者
に
再
生
資
源
利
用
促

進
計
画
を
提
出
し
、
そ
の
内
容
を
説
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
工
事
の
完
成
後
に

発
注
者
か
ら
請
求
が
あ
っ
た
と
き
は
、
そ
の
実
施
状
況
を
発
注
者
に
報
告
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
 

に
改 

 

前
項
 
 

第
１
項
 

第
５
項
 

第
６
項
 

２
 
受
注
者
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
保
険
証
券
の
寄
託
に
代
え
て
、
電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用

す
る
方
法
そ
の
他
の
情
報
通
信
の
技
術
を
利
用
す
る
方
法
（
以
下
「
電
磁
的
方
法
」
と
い
う
。
）

で
あ
っ
て
、
当
該
履
行
保
証
保
険
契
約
の
相
手
方
が
定
め
、
発
注
者
が
認
め
た
措
置
を
講
ず
る
こ

と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
受
注
者
は
、
当
該
保
険
証
券
を
寄
託
し
た
も
の
と
み
な

す
。
 

 
建
設
機
械
器
具
 

（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
工
事
目
的
物
等
」
と
い
う
。
）
 

工
 

工
 

事
目
的
物
、
仮
設
物
又
は
工
事
現
場
に
搬
入
済
み
の
工
事
材
料
若
し
く
は
建
設
機
械
器
具
 

事
目
的
物
等
 

係
る
額

 
 
 
係
る
損
害
の
額

 
 
 
 
第
６
項
 
 
 
以
下
こ
の
条
 

 
 
た
だ
し
、
災
害
応
急
対
策
又
は
災
害
復
旧
に
関
す
る
工
事
に
お
け
る
損
害
に
つ
い
て
は
、
発
注
 

 
者
が
損
害
合
計
額
を
負
担
す
る
も
の
と
す
る
。
 

と
し
て
 

と
、
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」
に
改
め
る
。 

 

別
記
様
式
第
六
号
の
二
建
設
工
事
請
負
契
約
約
款
第
三
十
四
条
第
一
項
中
「 

 
 
 
 
 

」
を

「 
 
 
 
 
 
 

」
に
改
め
、
同
条
中
第
九
項
を
第
十
項
と
し
、
第
八
項
を
第
九
項
と
し
、
同
条

第
七
項
中
「 

 
 

」
を
「 

 
 

」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
八
項
と
し
、
同
条
第
六
項
中
「 

 

 
 

」
を
「 

 
 

」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
七
項
と
し
、
同
条
第
五
項
中
「 

 
 

」
を
「 

 
 

」
に
、
「 

 
 

」
を
「 

 
 

」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
六
項
と
し
、
同
条
中
第
四
項
を

第
五
項
と
し
、
第
三
項
を
第
四
項
と
し
、
同
条
第
二
項
中
「 

 

」
を
「 

 
 

」
に
改
め
、
同
項

を
同
条
第
三
項
と
し
、
同
条
第
一
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。 

    

別
記
様
式
第
六
号
の
二
建
設
工
事
請
負
契
約
約
款
第
三
十
五
条
第
一
項
中
「 

 
 

 
 

」
を

「 
 
 
 
 

」
に
改
め
、
同
条
中
第
三
項
を
第
四
項
と
し
、
同
条
第
二
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加

え
る
。 

     

別
記
様
式
第
六
号
の
二
建
設
工
事
請
負
契
約
約
款
第
四
十
四
条
第
十
一
号
イ
中
「 

 
 

」
を

「 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

」
に
、
「 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

」
を
「 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

」
に
、

「 
 
 
 

」
を
「 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

」
に
改
め
、
同
号
ロ
を
削
り
、
同
号
ハ
中
「 

 

」

を
「 

 
 
 

」
に
改
め
、
同
号
ハ
を
同
号
ロ
と
し
、
同
号
中
ニ
を
ハ
と
し
、
そ
の
次
に
次
の
よ
う

に
加
え
る
。 

   

別
記
様
式
第
六
号
の
二
建
設
工
事
請
負
契
約
約
款
第
四
十
四
条
第
十
一
号
ホ
中
「 

 
 
 
 

」

を
「 

 
 
 
 
 

」
に
改
め
、
同
様
式
第
五
十
八
条
第
二
項
及
び
第
三
項
中
「 

 
 

」
を
「 

 
 

」
に
改
め
、
同
条
第
五
項
中
「 

 
 
 
 
 
 

」
を
「 

 
 
 
 
 
 

」
に
改
め
、
同
様

式
第
五
十
九
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。 

      

別
記
様
式
第
六
号
の
三
中 

「 

 

    
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

」 

「 

        
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

に
改 

       
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

」 

め
る
。 

 

別
記
様
式
第
十
六
号
、
別
記
様
式
第
二
十
四
号
及
び
別
記
様
式
第
二
十
五
号
中 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

」 

「 

    
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

」 

を 「 

        
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

」 

に
改
め
る
。 

請
求

金
額
 

（
消

費
税

及
び

地
方

消
費

税
を
含
む
。
）
 

 
百
 
十
 
億
 
千
 
百
 
十
 
万

 
千
 

百
 
十
 
円
 

 請
求

金
額
 

（
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税

を
含
む
。
）
 

 
百
 
十
 
億

 
千
 
百
 
十
 
万
 
千

 
百
 
十
 
円

 

８
％
対
象
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
円
 
消
費
税
 
 
 
 
 
 
 
 
円
 

１
０
％
対
象
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
円
 
消
費
税

 
 
 
 
 
 
 
 
円
 

合
 
計
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
円
 
合
 
計

 
 
 
 
 
 
 
 
円
 

 

「
損
害
合
計
額
を
」
と
あ
る
の
は
「
損
害
合
計
額
か
ら
既
に
負
担
し
た
額
を
差
し
引
い
た
額
を
」
と

し
て
 

工
事
完
成
の
時
期
 

第
３
項

 
 
 
第
４
項
 

第
 

工
事
完
成
時
期
 

第
３
項

 
 
 
第
 

３
項
 

第
４
項
 

４
項
 

第
２
項
 
 
 
第
３
項
 

前
項
 
 
 
第
１
項
 

２
 
受
注
者
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
保
証
証
書
の
寄
託
に
代
え
て
、
電
磁
的
方
法
で
あ
っ
て
、
当

該
保
証
契
約
の
相
手
方
た
る
保
証
事
業
会
社
が
定
め
、
発
注
者
が
認
め
た
措
置
を
講
ず
る
こ
と
が

で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
受
注
者
は
、
当
該
保
証
証
書
を
寄
託
し
た
も
の
と
み
な
す
。
 

前
条
第
６
項
 

前
条
第
５
項
 

３
 
受
注
者
は
、
第
１
項
又
は
第
２
項
の
規
定
に
よ
る
保
証
証
書
の
寄
託
に
代
え
て
、
電
磁
的
方
法

で
あ
っ
て
、
当
該
保
証
契
約
の
相
手
方
た
る
保
証
事
業
会
社
が
定
め
、
発
注
者
が
認
め
た
措
置
を

講
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
受
注
者
は
、
当
該
保
証
証
書
を
寄
託
し
た
も
の

と
み
な
す
。
 

そ
の
者
 

役
員
又
は
そ
の
支
店
若
し
く
は
常

時
建
設
工
事
の
請
負
契
約
を
締
結
す
る
事
務
所
の
代
表
者
 

そ
の
者
そ
の
他
経
営
に
実
質
的
に
関
与
し
て
い
る
者
 

役
員
、
そ
の
支
店
又
は
常
時
建
設

工
事
の
請
負
契
約
を
締
結
す
る
事
務
所
の
代
表
者
そ
の
他
経
営
に
実
質
的
に
関
与
し
て
い
る
者
 

暴
力
団
員

 
 
 
、
暴
力
団
又
は
暴
力
団
員
 

し
た
 

し
て
い
る
 

 
 
ニ
 
役
員
等
が
、
暴
力
団
又
は
暴
力
団
員
で
あ
る
こ
と
を
知
り
な
が
ら
こ
れ
を
不
当
に
利
用
す
 

 
 
 
る
な
ど
し
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
。
 

暴
力
団
又
は
 

第
３
項
 

第
 

４
項
 、

暴
力
団
又
は
 

第
３
５
条
第
３
項

 
 
 
第
３
５
条
第
４
項
 

（
情
報
通
信
の
技
術
を
利
用
す
る
方
法
）
 

第
６
０
条
 
こ
の
約
款
に
お
い
て
書
面
に
よ
り
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
催

告
、
請
求
、
通
知
、
報
告
、
申
出
、
承
諾
、
解
除
及
び
指
示
は
、
建
設
業
法
そ
の
他
の
法
令
に

違
反
し
な
い
限
り
に
お
い
て
、
電
磁
的
方
法
を
用
い
て
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
当
該

方
法
は
書
面
の
交
付
に
準
ず
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

 
［
注
］
建
設
工
事
が
建
設
工
事
に
係
る
資
材
の
再
資
源
化
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
１

２
年
法
律
第
１
０
４
号
）
第
９
条
第
１
項
に
規
定
す
る
対
象
建
設
工
事
の
場
合
に

あ
つ
て
は
、

(
１

)
 
解
体
工
事
に
要
す
る
費
用
、
（
２
）

 
再
資
源
化
等
に
要
す

る
費
用
、

(３
)
 
分
別
解
体
等
の
方
法
、

(４
) 

再
資
源
化
等
を
す
る
施
設
の
名

称
及
び
所
在
地
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
記
入
す
る
。
（
必
要
に
応
じ
て
別
紙
に
よ
り

記
入
す
る
。
）
 

 

 
［
注
］
建
設
工
事
が
建
設
工
事
に
係
る
資
材
の
再
資
源
化
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成

１

２
年
法
律
第
１
０
４
号
）
第
９
条
第
１
項
に
規
定
す
る
対
象
建
設
工
事
の
場
合
に
 

 

 
［
注
］
建
設
工
事
が
建
設
工
事
に
係
る
資
材
の
再
資
源
化
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
１

２
年
法
律
第
１
０
４
号
）
第
９
条
第
１
項
に
規
定
す
る
対
象
建
設
工
事
の
場
合
に

あ
つ
て
は
、

(１
) 

解
体
工
事
に
要
す
る
費
用
、
（
２
）
 
再
資
源
化
等
に
要
す

る
費
用
、
(
３
) 

分
別
解
体
等
の
方
法
、

(
４
) 

再
資
源
化
等
を
す
る
施
設
の
名

称
及
び
所
在
地
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
記
入
す
る
。
（
必
要
に
応
じ
て
別
紙
に
よ
り

記
入
す
る
。
）
 

７
 
建
設
発
生
土
の
搬
出
先
等
 

 
［
注
］
こ
の
工
事
に
伴
い
工
事
現
場
か
ら
建
設
発
生
土
を
搬
出
す
る
予
定
で
あ
る
場
合

は
、
「
建
設
発
生
土
の
搬
出
先
に
つ
い
て
は
設
計
図
書
に
定
め
る
と
お
り
」
と
記

入
し
、
設
計
図
書
に
建
設
発
生
土
の
搬
出
先
の
名
称
及
び
所
在
地
を
定
め
る
。
 

 
 
 
 
な
お
、
こ
の
工
事
が
資
源
の
有
効
な
利
用
の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
３
年

法
律
第
４
８
号
）
の
規
定
に
よ
り
再
生
資
源
利
用
促
進
計
画
の
作
成
を
要
す
る
工

事
で
あ
る
場
合
は
、
受
注
者
は
、
工
事
の
施
工
前
に
発
注
者
に
再
生
資
源
利
用
促

進
計
画
を
提
出
し
、
そ
の
内
容
を
説
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
工
事
の
完
成
後
に

発
注
者
か
ら
請
求
が
あ
っ
た
と
き
は
、
そ
の
実
施
状
況
を
発
注
者
に
報
告
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
 

を 

 

「 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

」
を 

 

電
話
番
号
 
 
 
 
 
 
 

電
話
番
号
 

登
録
番
号

T
12
345

67
89
012

3 

に
、 
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附 

則 

１ 

こ
の
訓
令
は
、
令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

２ 

こ
の
訓
令
の
施
行
の
際
現
に
改
正
前
の
群
馬
県
建
設
工
事
執
行
規
程
の
規
定
に
よ
り
締
結
さ
れ

て
い
る
請
負
契
約
に
係
る
請
負
工
事
の
執
行
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。 
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